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特集:子 どもたちと他者一 コミュニケーションの変貌 と現代社会

特 集 「子 ど も た ち と 他 者

―コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 変 貌 と 現 代 社 会 」 に よ せ て

2005年 度大会 ・シンポジ ウム企画担 当 澤井 敦

 本特集は、2005年7月9日 に三田キャンパスにて開催 された三 田社会学会大会における同名のシ

ンポジウムを基礎 とし、当日ご報告いただいた古賀正義氏、小谷敏氏、櫻井龍彦氏、お よび コメン

テーターをおつ とめいただいた鈴木智之氏に、当 日の議論な どをふまえてあらためてご執筆いただ

いた論稿か ら成 るものである。

 シンポジウムの企画にあたって、「趣 旨」として、報告者 ・コメンテーターの皆 さんに配布 したの

は以下のような文書であった(配 布は2004年7月 末におこなった)。 どのよ うな依頼のもとに報告

がな され、さらには論稿 が書かれ るにいたったのか とい う文脈 を明らかに してお くとい う意味で、

以下全文をそのまま引用 してお く。

 1990年 代後半以降あいついだ少年 による殺人事件や、近年の佐世保の小学生によるクラスメイ

ト殺害事件など、子 どもたちによる殺傷事件が世の注 目を集めています。 もちろん、 こうした事

件は、特異なケースであるわけですが、より一般的な次元で、いわゆる普通の子 どもたちにおい

ても、他者に対す る感覚や、公共的な ものに対す る感覚、また、コミュニケーシ ョンのありかた

に関 して、なにか危 うい変化が生 じつつ あるとい う認識が共有 されつつあるのではないで しょう

か。

 本シンポジウムにおいては、子 どもたち(こ の場 合、「子 ども」と言っても、未成年 の者、つま

り、小学校 ・中学校 ・高校の生徒、あるいは、大学への新入生までも含 めた、ひろい意味での子

どもを指 します)の 現在の状況、また、そのコミュニケーシ ョンの様相 を対象 とし、上記のよう

な 「なにか危 うい」 と感 じられている変化について、さしあた りそれに対す る価値判断は留保 し

っっ、 さま ざまな観点か ら考えることを趣旨としてお ります。

 このような変化は、もちろん、子 どもだけの問題 ではなく、む しろ、現代社会の構造的変動、

また関係性の変容 と連動 しなが ら生起 しているものでしょう。その意味でも、家族論、教育論、

コミュニケーション論、また現代文化論、現代社会論 といった多様な視角か ら議論が展開 されれ

ば、 とても興味深い機会 になるのではと思ってお ります。

 そ して現時点(2006年5月)で あ らためて、シンポジウム ・特集の趣 旨に関 して、企画担当者の

立場からい くつか敷術 してお くことに したい。
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 まず、近年のニー ト論な どに関しても指摘 され ることであるが、子 どもや若者 に関する客観的な

立場か らのものとされる言説が、実は年長世代か らの一定の評価を下敷 きとするものである とい う

ことが時 としてある。た とえば、そ うした言説が、本来は制度や社会構造の側に帰 されるべき問題

を若年者の心理状況や生活態度の問題 にす り替 えて、批判の矛先をそ らそ うとす る、ない しは醸成

された不安感を解消 しよ うとす るものであるとい うことがある。 これについては、よ り一般的にい

って、「いまどきの若者は～」といった年長世代か ら若年世代への批判は、それぞれの時代の状況に

お うじて これまでも幾度 とな く繰 り返 されてきた、とみ ることもできるだろ う。人々が、加齢 とと

もに既存の体制の保持 を望むよ うになるとい う傾向を有するが故に、体制を撹乱する要因を若年者

とい う 「見えやすい敵」の うちに見いだして安心 しようとす るとい うことである。

 いずれに しても、子 どもや若者に関す る言説が、以上の ような 「世代論的構図」のなかに組み込

まれがちであること、あるいは、それ が 「世代間ギャップ」の様相 を呈することがあることに、言

説 を生産す るにして も分析するに しても、われわれは 自覚的であるべきと思 う。また、さらに言え

ば、時として、 この ような世代論的構 図自体が、メディアをつ うじて呈示 される(た とえばある世

代が 「キレル世代」 と名指 され る)こ とによってひ ろく一般化す るとい う再帰的な構造にもまた、

われわれ は自覚的であるべきだろう。

 ただ、とはいえ、すべての事実をメデ ィアが製造する、 とい うわけでは もちろんない。世代研究

の領域で現在でも古典 として位置づけ られ るカール ・マンハイムの世代論においては、「世代連関」

とい う概念 が提起 されていた。これは同 じ時期 に生まれた人々の集 ま りである 「世代状態」(出 生 コ

ーホー トにあた る)で はなく、同 じ世代状態に属 してお り、なおかつ特定の歴史的 ・社会的事象を

「共通の運命」 として体験 し、それに刻印づけられた人々である。先に述べたよ うに、子 どもや若

者に関する言説を世代論的構 図に組み込まれたものとみ るにして も、それ らの言説 の生成や受容の

基底には、人々が 日々の生活 のなかで体験 していること、家族や教育、労働や娯楽、 コミュニケー

シ ョンといった さまざまな場面で生起 し人々が 「共通の運命」 として経験 してい る変化がある。 こ

のような変化 を、社会理論の用語 を借 りて、消費社会化以降のポス トモ ダン化、 リスク社会化、個

人化などの社会変容に ともな う人々の関係性の変化 と表現す ることもできる。そ して、こ うした変

化はまた、インターネ ットやケ0タ イに代表 される新 しいメディアの浸透 と密接に連動 しなが ら生

起 しているものである。

 子 どもや若者 をめぐる言説をつ うじて、われわれは、以上のよ うな社会の構造的変動、あるいは

関係性の変容 をより具体的な現象か ら出発 しつつ透視す ることができるだろ う。そ して、そ うした

営為は、特に子 どもや若者に対象を限定す るものではない、 より一般的な現代社会の特質をめ ぐる

議論へ と接続 していくはずの ものである。

 以下、各論文の内容に簡単にふれてお きたい。各論文は、論 じる対象は異なるものの、互いに交

差 しなが ら、子 どもたちと 「他者」の問題、あるいは子 どもたちの 「コミュニケーション」の変貌

に孕まれる問題 をそれぞれの視角から照射 してくれている。

 古賀論文では、子 どもとメディアの関係 をめ ぐる言説の現状 をふまえた うえで、かの関係をより
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実証的かつ冷静に把握することが試み られている。少年犯罪へのインターネ ットの影響 をめぐる議

論に顕著であるように、一方で、メデ ィアからの悪影響が年長世代から不安 とともに漠然 と語 られ、

しか し他方では、メデ ィア ・リテ ラシーを身 につけた 「小 さな大人」 としての子 ども像が期待 とと

もに語 られるとい う現状がある。古賀論文では、『子 ども生活実態基本調査』からえられたデータを

基盤 として、メデ ィアの種類による差異、メディア接触の背景にある家庭 ・学校な どの環境的要因

の差異 をふまえた うえで、一般論 として語 られがちであるメデ ィア と子 どもの関係 の現状を、よ り

繊細に描 き出す ことが試み られている。

 小谷論文では、子 どもをめ ぐる 「問題」 とされ る事象 を、先に述べたよ うな世代論的構図の うち

において解釈することが試み られている。そ うした 「問題」が、年長世代の 「ユースフォビア」の

投影 である可能性について、あるいは、新人類世代 と新人類ジュニア世代の 「世代 間文化障壁 のメ

ル トダウン」を背景 とす るものであることなどが指摘 されてい く。 これ らの指摘は、 さま ざまな具

体的事象 を結び合わせなが ら、世代間の関係のあ りかたを論 じることをつ うじて、む しろ、その基

底にあるわれわれの社会の変容の相貌を浮かび上が らせて くれる。そ して論文の末尾で問題 とされ

るのは、「子 ども世代」ではなく、子 ども世代に対峙す る 「年長世代」の姿勢である。

 櫻井論文では、子 どもたちの コミュニケー ションの変貌が 「ゴフマ ン的人間の没落」 とい うコン

セプ トで特徴づけられる。近代化 とともに成立する分節化 された社会空間 と、そのなかで状況に即

して過剰なまでの演 じわけを行 う術 を身につけた 「ゴフマン的人間」は、近代の成熟にともなって、

他者や社会を リアル に感 じることなく、む しろ 自己の 「感覚」や内面にあるはずの 「本 当の私」に

準拠する 「演技過小」の 「感覚派」や 「心理派」の子 どもたちにとって代わられ る。 この両者 に共

通 してい るのが、自分 とは異質な他者にたいする感覚の欠如、「他者の不在」である。そ して論文の

末尾では、ここでもまた、子 どもの 「問題」をうみだす社会的背景の認識 と、それをつ うじての 「大

人の自己確認」の必要性 について論 じられ る。

 鈴木論文では、度々強調 される子 どもの犯罪の 「わけのわからなさ」、「了解不能性」がいわば 「共

通理解」 とな り、その上で犯罪の原因を語 り続 けることに多 くが費や される現状に焦点が当て られ

る。そ して、こうした子 どもの 「心の闇」を再生産するだけの原因探 しは別 として、む しろ注 目す

べきであるのは、人 を殺す とい う 「最後の一線」を越 える行為の動機 を了解可能なものへ と整形 し

ていこうとする言語 ・文化的な過程それ 自体が欠落 している状況であるとされ る。「佐世保同級生殺

害事件」 をめぐる報道言説や学生への問いかけと回答を素材 としつつ、他者を理解するとい うこと

について繊細かつ慎重な考察が重ね られた上で、論文の末尾では、「動機の語 り」をスキップ して し

ま うのではなく、「語 ろ うとして語 りきれない他者」を確認す ること、そこから開かれるコミュニケ

ーシ ョンの可能性が展望 される。

 最後にあ らためて、ご協力 くださったシンポジウム参加者 ・執筆者の方々に感謝の意を表 したい。

企画担 当の筆者に とって、準備期間や シンポジウム、特集編集 をつ うじての経験は端的にお もしろ

いものであった。読者の方々にとっても、この 「お もしろさ」が共有 されるものであることを願 う

ばか りである。
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(さわい あっし 慶慮義塾大学法学部)
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